
第４学年 算数科学習指導案 

 

                                      

 

１ 単元名 面積 

 

２ 単元について 

 本単元は、小学校学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第４学年 B 量と測定 

（１）面積について単位と測定の意味を理解し、面積を計算によって求めることができるようにする。 

  ア 面積の単位（平方センチメートル（㎠）、平方メートル（㎡）、平方キロメートル（㎢））

について知ること。 

  イ 正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。 

 

内容の取り扱い 

（５）内容の「B量と測定」の（１）のアについては、アール（a）、ヘクタール（㏊）の単位につい 

ても触れるものとする。 

 これまでに児童は、長さ、かさ、重さなどについて学習を進めてきている。「広さ」という抽象的な

概念については、第１学年で学習している。本単元では、日常における「広い」「せまい」という定性

的な見方から、「面積」という概念を通じて定量的な見方へと切り替えていくことになる。ここでは、

広さについても数で表すことができること、また、その表し方について理解することが目標となる。 

本学級の児童(男子３名、女子５名、計８名)は、これまでの算数の学習には進んで取り組む姿が見ら

れる。面積に関しては、見た目での広いか狭いかを直観的に判断することはできるが、日常生活で経験

している程度である。問題に対して、積極的に解法を見つけようと創意工夫する児童がいる反面、自ら

工夫することなく、人の考えが出るのを待つ児童もいる。学習中は、自分の意見や考えに対する自信の

なさから、積極的に説明できない児童がおり、挙手をする児童が一部に限られてしまう傾向がある。問

題が早く解けた児童は、わからない友達に教えたり、説明したりする姿が見られるが、算数が苦手な児

童は、教えてもらう機会が多く、説明する機会が少なくなっている。小集団で、自分の意見や考えを理

由を添えて説明でき、全体でも自信をもって発表することができる力を身につけることが、課題となっ

ている。 

 指導にあたっては、単元の導入で、「広さくらべ」を通して大小の比較をさせていくが、どちらが大

きいかを比べるときには、広さを数値化して比較することが有効である。そこで、１辺が、１㎝の正方

形を単位とすれば、それを敷き詰めていくことで面積の大きさが分かることに気づかせ、面積の単位と

測定の仕方についての理解を図りたいと考える。長方形や正方形の面積を考える場面では、縦横に並ぶ

単位正方形は辺の長さを表す数と一致していることから、面積を求めるには乗法を使えばよいことに気

づかせ、公式を導き出させるようにしたい。さらに、一定の面積となる長方形や正方形を作らせたり、

複合図形の面積を求めさせたりするなどの場面では、図や式や言葉で表したり説明したりするなどの算

数的活動を通して、いろいろな形の面積を求めることができるようにしたい。また、教室の広さが約１a

で、校庭が約１ha であることなど、広さを身近にあるものと関連させることで、量感を養っていきたい。

ペアやグループで話合う活動を入れることで、自分の考えをはっきりさせ、友達の考えを参考にし、よ

り詳しく理解できるようにする。そして、全体で考えを出し合い発表し合う段階で、自信をもって説明

できるようにしたい。 

 

３ 研究とのかかわり 

・中学校区で取り組んでいる共同学習に関連して、次の点を重視して指導に取り組む。 

・本時のめあてが児童の学習意欲を喚起するものとなっているか。 

・話合いが児童の思考を深め、ねらいを達成するために有益な活動になっているか。 



３ 教材の系統 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の目標 

 

 面積の概念を理解し、面積の単位㎠、㎡、㎢、a、㏊を知る。また、長方形や正方形の面積の公式

を知り、それらを求めることができる。 

 

 

５ 単元の評価規準 

○長方形や正方形の面積を表すことに関心をもち、長方形や正方形の求積公式を利用して、身のまわりにあ

るものの面積を求めようとしている。               （算数への関心・意欲・態度） 

○長方形や正方形の求積の仕方を考えることができるとともに、工夫して面積を求めている。 

（数学的な考え方） 

○求積公式を用いて、いろいろな長方形や正方形の面積を適切な単位を選んで求めている。 

（数量や図形についての技能） 

○面積の概念を知り、面積の単位（㎠、㎡、㎢、a、㏊）の意味や長方形や正方形の求積公式を理解している。                      

（数量や図形についての知識・理解） 

 

６ 指導と評価の計画（全１０時間） 

 学習内容 観点別学習状況の評価規準 

 

１ 

 

 

・公園の花壇の広さの比べ方を考え、薄い紙に

写し取って重ね合わせたり、ます目の数がい

くつ分かで比べたりする。 

【関】重ね合わせの方法と比べて、敷石を用いて

数値化して表すことのよさに気付いている。 

《発言・作業》 

１年 ○量と測定についての理解の基礎 

・量の大きさの直接比較 

・任意単位を用いた大きさの比較 

２年 ○長さの単位と測定 

・長さの単位（㎜、㎝、ｍ） 

○体積の単位と測定 

・体積の単位（ml、dl、l） 

３年 ○長さの単位と測定 

・長さの単位（㎞） 

・長さの検討づけと計器の選択 

○重さの単位と測定 

・体積の単位（g、㎏） 

・簡単な重さの加減計算 

４年 ◎面積 

・面積の概念 

・面積の単位（㎠、㎡、㎢、ａ、

ha） 

・正方形、長方形の面積の求め方

とその公式 

○面積 

・三角形、平行四辺形の面積の求

め方 

・ひし形、台形の面積の求め方 

５年 

○概形とおよその面積 

・概形をとらえたおよその面積 

○円周の面積 

・円の面積の求め方と公式 

６年 



 

２ 

 

 

・方眼紙上にかかれた形の面積を比べる。 

・面積の単位㎠を知り、１㎠を単位にして面積

を求める。 

・４㎠の面積になる形を方眼紙にかく。 

【知】面積の単位㎠について理解している。 

《観察》 

【技】１㎠を単位にして面積を求めている。《ノ

ート》 

 

３ 

 

 

・長方形や正方形の面積を求める公式を、１㎠

の正方形が何個並ぶかをもとに考える。 

・面積を求める公式を適用する。 

 

【知】面積の公式を理解している。《ノート・観

察》 

【技】公式を使って、長方形、正方形の面積を求

めている。《ノート》 

４
（
本
時
） 

 

・Ｌ字型などの複合図形の面積の求め方を考え、

説明する。 

 

【考】複合図形の面積の求め方を考え、説明して

いる。《発言・ノート》 

 

 
 

５ 

    

・面積の単位㎡を知り、㎡を単位にして、面積

を求める。 

 

 

【知】面積の単位㎡について理解している。 

《発言》 

【技】長方形や正方形の面積を㎡単位で求めてい

る。《発言・ノート》 

 
 
 

６ 

  

６
６ 

    

・㎡と㎠の単位間の相互の関係を理解する。 

・長さの単位が異なる場合の長方形について、

長さの単位をそろえて面積を求める。 

【知】㎡と㎠の単位間の関係を理解している。《

発言・ノート》 

【技】長さの単位をそろえて面積を求めている。

《ノート》 

 

７ 

・１㎡の新聞紙を使っていろいろな調べること

で、１㎡の量感を身につける。 

【関】１㎡の広さを調べる活動に関心を持って取

り組もうとしている。《活動》 

 

８ 

 

 

・面積の単位㎢を知り、大きな正方形の面積を

求める。 

・㎢と㎡の単位間の相互の関係を理解する。 

 

【考】【技】㎢を知り、㎢と㎡の単位間の相互の

関係を導いている。《発言・ノート》 

【技】長方形の面積を㎢単位で求めている。《ノ

ート》 

 

９ 

 

 

・面積の単位a、㏊を知り、a、㏊を単位にして

面積を求める。 

・a、㏊と㎡の単位間の関係を理解する。 

【知】a、㏊やa、haと㎡の単位間の関係について理

解している。《発言・ノート》 

【技】aや㏊を使って面積を表している。《発言・

ノート》 

10 たしかめ ・学習内容の自己評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4㎝ 

７ 本時の指導 

 （１）目標  正方形や長方形の求積公式を使って、複合図形の面積の求め方を考えることができる。 

 （２）準備  問題（掲示用、児童用） 

 （３）学習過程 

学習活動 指導上の留意点 支援（☆）と評価（○） 

１ 問題を把握し、本時の学習課

題をとらえる。    3㎝ 

              

           3㎝ 5㎝  

         2㎝ 

           7㎝ 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

３ 自力解決をする。 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

４ 話し合う。 

・ペアの友達に自分の考えを説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みんなに自分の考えを説明する。 

・長方形や正方形に分けたり、一部

の面積を引いたりすることで、こ

れまで学習してきた公式が使え

るという見通しを持たせる。 

 

 

 

 

 

 

・求め方がいくつかあることを指示

し、早く解けた児童は、別の方法

でも求められるよう、図をかいた

プリントを準備し、１枚につき一

つのやり方で求めるようにする。 

・図の中に補助線を引いたり、式で

求めた面積がどこなのか分かる

よう式と図を矢印で示したりす

る等、どのように考えたのかをプ

リントに書き込むようにする。 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えを書いたノートをペア

の友達に見せながら、必ず全員が

説明できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポイントを子どもの言葉でまとめ

るようにする。 

☆Ｌ字型の図形を提示し、既

習の図形との違いに気付か

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

☆Ｃの方法を児童が発見でき

なかった場合、引き算で求

めることができるよう指示

したり、補助線を引いたり

して、考えるヒントを与え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆話合いが上手にできないペ

アには、「はじめに」「次

に」などの言葉を使って説

明するよう助言する。 

☆説明が苦手な児童には、ペ

アの質問に答えながら自

分の考えを説明するよう

助言する。特に支援が必要

なペアには、教師が質問の

モデルを示す。 

 

 

 

☆どのようにして面積を求め

たのかを、黒板に貼った図

変わった形の面積を求め、説明しよう。 

次の図形の面

積は、何ｃ㎡

ですか。 

他者との学びの協同化のための学習課題 

【改善】作図に時間を要す
る児童がいたので、図をか
いたプリントを準備し、児
童が多様な考え方で面積
を求める時間を十分確保
することとした。 

【改善】全員が自分の考え
を説明する場を確保するた
めに、意図的なペアを組む
ようにした。その際、上手
に説明することではなく、
自分がどのように考えたの
か、どこでつまずいたのか
といった思考の過程を伝え
合うことを重視する。 

１０の視点⑤ 
 ペア学習やグループ学習の目的
を明確にして指導することが重要
です。本時は、全ての児童が、ノ
ートにかいた図等を見せながら自
分の考えを説明できるようになる
ことをねらいとしています。教師
は机間指導により児童の話合いの
様子を丁寧に見取り、用いる言葉
について助言したり、話合いのモ
デルを示したりするなどの支援を
行います。図と結びつけて説明す
るなど学級全体の学び合いの質を
高めることにつなげましょう。 

プリントの工夫や時間を十分に確保するなど
児童の多様な考え方を引き出すようにしていま
す。児童自身が違う解き方に気付いたり、友達
の考えに興味を持ったりすることにつながりま
す。 



 

 

 

 

 

 

５ 適用題に取り組む 

     

     2㎝   3㎝      

4㎝   3㎝ 

       1㎝ 

      6㎝ 

 

・自分の考えを全体で発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

・正方形や長方形に分割して考える

方法、補完した部分を取り除く方

法のどちらを使って考えるとよ

いか、見通しをもってから解決す

るようにする。 

・凹型の面積をＣの方法で解くこと

で、そのよさに気付けるようにす

る。 

 

 

 

 

 

・様々な形の練習問題を準備し、形

によってよりよい方法で解決す

る力を付けるとともに、複合図形

の求積について習熟を図る。 

 

 

・学びのポイントを用いて、本時の

ふりかえりを書く。 

に書き込みながら説明させ

る。 

 

 

 

☆話合いが上手にできないペ

アや発表が苦手な児童には

補助線を記入して図で示し

ながら説明するよう助言す

る。 

○正方形や長方形の求積の考

え方を使って、複合図形の

面積を求めている。（発表

言・ノート） 

【数学的な考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆振り返りをノートに書き、

発表しやすくする。 

 

○ポ変わった形の図形でも、長方形や正方形をもとにして考えれば、面積を求めることができる。 

【改善】最初の問題で取り組んだ
児童が少なかったＣの方法で解
決するよう方向付けを行い、Ｃの
方法で全員が確実に解決する力
を付けるようにした。 

１０の視点⑦ 
 児童の考え方をより深められ
るよう、Ｃの方法で取り組むよ
さを感じられるよう評価問題が
工夫されています。 

 ＡやＢの方法にこだわってい
た子供たちも、この問題に取り
組むことで、「この形ならＣの
方法が便利だな」と気づくこと
ができます。 

学んだことを活用するよさを
実感できるような問題を、難易
度等も考慮しながら、児童や学
級の実態に応じて作成すること
が重要です。 


